
ユネスコエコパーク・ユネスコ世界ジオパークが作成している

教材の収集・活用発信に関する調査研究の経過報告

（令和８年度金沢大学受託調査研究事業）

ユネスコエコパーク・ユネスコ世界ジオパーク地域では、ESDや地域学習に利用可能な多様な教材が作成・活用さ

れている。一方で、教材情報や活用事例は地域ごとに分散しており、学校間・地域間での共有や活用が十分に進
んでおらず、教材の全体像を把握し活用することが難しい状況にある。

このため、教材情報の収集・整理・見える化を行い、全国のユネスコスクールをはじめとする学校等で活用可能な
形で共有・活用できる仕組みの構築を進める。

背景と課題認識

○教材情報及び活用事例を収集・整理し、実態を把握する。

○教材の特徴や利用条件等を整理するとともに、
教材情報を共有・発信するための手法について検討する。

○教育資源を可視化し、ユネスコスクールをはじめとする全国の学校
におけるESD・地域学習の一層の充実を図る。

調査研究の趣旨・目的
【８月～10月】教材情報収集

↓
【10月～11月】教材情報整理

↓
【11月～１月】教材ポータルサイト制作

↓
【１月～２月】全国へ発信（学校等で活用）

作業イメージ
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